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はじめに

　わが国の遺伝学研究推進の中枢機関と

して，昭和24年に創，言錐された国立遺伝学

イiJlニイヒ｝所1よIIItイ…［159句こ4月，　文音16省｝り〒・1巨害杉隻｝臭1

から国、ン1大学共同不川」機関へ改組・転換

されました，，

　当研究所は，もともと関係学会の強い

要望に基づいて設、ン：され，特定の大学・

’ツ：部に偏ることなく，広く各．大”γ：と研’先

および人事の交流をはかれるようにとの

趣旨から，（今日ならば当然，川司利用機

関となるべきところを）’1］時の制度の枠

内で所轄機関とされたものであります、、

　その後の35年間，当研究所は地道な研

鐙と努力を弔ねて数多くの優れた業績を

上げ，

害｜1を」／Hう遺イ云”y：は，

よ’りて飛躍白勺江［展を」丞け”つつあり，

　　　国際的にも広く矢IIられるようになりました、、　ソ∫，生命科学の中核IIくJ役

　　　　　　　　　　　近年，組換えDNA技法を初めとする1由i期的な技術開発に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ1こ伴って，大学：一や研究機1臭1の関連川：究

者と共同研究を推進する必要’性力t’益々高圭ってきkLた、，しかしそれに即応す

るためには，所轄機関θ吐圭では制度上さたざまなllill約かあるため、この度の
己父糸ll．・　・1レ三・朽亀力・‘．kカ・£ノ］［／．二〇パ∵ご”131い

　lU司利川機関へ（ノ）移行に伴って，従来から設置されていた10研：究部は，研’先

対象のしベルに応じて分J’‘・細胞・1剛本・集団の41ill二究系およびこれらに圭た

がる糸窓合遺f云イiJ1：’プヒ系（7）5つにIK：分’され，　各研究系に客Uイi｝r究剖～門が1没1ナられ女

した，tまた，　共1司利用a）核，となるべきIS付属施設として、1呪存（ノ）遺f云実馬灸牛4勿保

イ∫：石月：写ヒセンター一グ）1・ti：プ亡力i’1よカ・らオし，　1川えて、　1貴f云’hl∫洞1イ1斤’先センター一力津斤1没ざれ

ましたtbこ二まで』くるに当’、て，　各万1川から寄せらil．　kした温かいこ£援に対’

し、　所・tt　・1司・じ・カ・ら！感，；射して才sりま寸二、

　新しく衣更えした1㍑f云”γ：川：’グe所一（7）f吏命1ま，　全llllグ）1　ll｜公私、ltlノく”｝∫：等（／）｛i斤’グヒ者に

｜用かれた研究杉隻関とLて，遺f云”）’：に関する総合研究を進めると同時・に，　共1司川1

究・IU司利川を推進し、大学院教育に協力し、併せて国1際1）1肋の推進をはかる

ことにあり．ます，、こうLた活1助を通して，遺f云学：および生命科”）’：IVj通分野の　・

層の発展に貢献することを願っておりkす，，

　共同利用機関としての実を挙げるためには，なお人的・物的の而で充実すべ
きところカミ数多くケ隻されておりますカt’，　所・1｛　・1司力を（｝わ’tt一て，　イll「’グヒ戸斤（ノ）f吏、で汀

」丞イfのため努ノJをしております、、関f系者び）］；㌣さ‡三の　・1“’i　Qノ）ご1鞭F［ヒご£援λ1・お

願いするも0りです、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llJ、フニ遺f云”γ：川：イヒ1i］ilミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　　永　　　英

／



沿 革

昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

昭和51年10月

昭和53年9月

昭和55年3月

昭和56年3月

昭和58年3月

　　　　10月

昭和59年3月

　　　　4月

文部省設置法により文部省所轄研究所として、i’と；rl　庶務部，研究第1部，研

究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊桿初代所長就任

！引」負官茉斤築

研究第1部を形質遺伝部，研究第2部を細胞遣1ム部，州九吊3部を’1川il1伝

部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺伝部新設

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設

田島弥太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設に微生物保存研究室新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

松永　英　第5代所長就任

組換えDNA実験棟・野生イネ温室新築

国立学校設置法の一部改正により国立大学共同利用機関に改組



概 要

目 的

　大学等における学術研究の発展に資するため，遺伝学に関する総合研究を行うことを目的

とする。

設置形態

　国立学校設置法の一部を改正する法律（昭和59年法律第13号）の施行により，従来の所轄

機関から国立ンこ学共同利fll機関に改組転換された、，

共同利用

　全国の大学の教貝その他の者で，研究所の目的たる研究と同一’の研究に従事する者の利川

に供し，及び共同研究を行う、1

大学院教育

大学の要請に応じ，当該大学の大学1｛，ヒにおける教育に協力する，、

国際交流

　遺伝学の分野で国際的な’t）’：術交流を活発化するため，研究者の交流や1川際シンポジウム等

を開催する。

｝

運 営

　共同利用の研究liJi“として「IJ滑な運営を行うため，研究所の’1‘業、ihlhiその他の管理運営に関

する重要事項について所長に助ぼする評議貝を11il1くとともに，川司研究計1｝lliに関する事項そ

の他の研究所の運営に関するi∫i．要事項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応

じる運営協議貝を置く、，

．ノ
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組 織

機構図
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営

協

議

員

△

議

※印ほ客貝研究部門を示すt、

管

分子遺伝研究系

細胞遺伝研究系

個体遺伝研究系

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

研究施設

　（昭和60年4月1日現在）

庶　　 務　　 課

△　　 計　　 課

分r・遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

X核酸化学研究部門

一細胞遺伝研究部門

微牛物遺伝研究部門

一※細1胞質遣伝研究部門

　発生遺伝研究部門

一形質遺伝研究部門

※生理遺伝研究部門

一一一 W団遺伝研究部門

遺伝実験生物保存

研究センター

’遺伝情報研究
セ　ン　タ

一進化遺伝研究部門

一※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

技

4



φ

定員表（昭和60年度）

教　　　　官 事務系〕職員

区　　　　　　　分

所長 教授 助教授 助手

計

事務職員

職技
¥労員務

技術職員

計

合計

計 1

（5）

P2
曾
23
豊
17 1 21 39

（1Φ92

所　　　　　　　　　　　　長 1 1 1

分　子　遺　伝　研　究　系
（1）

Q

（；）

4

（…） （2）

W

細　胞　遺　伝　研　究　系
（；） （1）2

4

（…） （§）

個　体　遺　伝　研　究　系
（1）

Q

（；）

4

（…） （…）

集　団　遺　伝　研　究　系
（1）

Q

（1）

Q 4

（…） （…）

総　合　遺　伝　研　究　系
（；） （1）

Q 4

（§） （2）

W

研　　　究　　　施　　　設 2 7 3 12 12

技　　　　　　術　　　　　　課 21 21 21

管　　　　　理　　　　　部 17 1 18 18

（注）（　）内の数は客員数で外数である。

職員等（1牌ll60　fl・6月1　［1　」：Jt　tt）

　　所　 長　松永　 英

1　　分子遺伝研究系　　］

　研究主幹（併）　賀田恒夫
分子遺伝研究部門

　　教授石濱明
　　助教授　福田龍二
　　助　手　藤田信之
　　助　 手　永田恭介
変異遣伝研究部門

　　教授賀田恒夫
　　助教授　定家義人
　　助　 手　井上　 正
　　助　 手　手塚英夫
核酸化学研究部門（客貝）

　　教授三浦謹一郎
　　助教授　山根國男

　　　細髄伝研究系　」

　研究主幹（併）　　廣　田　幸　敬

細胞遺伝研究部門

　　教授森脇和郎
　　助　手今井弘民
　　助　 手　山本雅敏
微生物遺伝研究部門

　　教　授　廣田幸敬
　　助教授　安田成一
　　助　手西村行進
　　助　 手　原　 弘志
細胞質遺伝研究部門（客貝）

　　助教授　鈴木秀穂
　　助教授　米川博通

．グ



［二二⊃唖遺伝研究系

　　　研究主幹（併）

発生遺伝研究部門

　　　　　教　　　授

　　　　　教　　　授

　　　　　助　　　　手

形質遺伝研究部門

　　　　　教　　　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

生理遺伝研究部門（客員）

黒　田　行　昭

杉　山　　　勉

名　和　三　郎

藤　沢　敏　孝

黒　田　行　昭

村　上　昭　雄

湊　　　　　　清

山　田　正　明

⊂ 研究玉≡二ニコ
遺伝実験生物保存研究センター

集団遺伝研究系

　　　研究主幹（併）

集団遺伝研究部門

　　　　　教　　　授

　　　　　教　　　　授

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

進化遺伝研究部門

　　　　　教　　　　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　　　　手

理論遺伝研究部門（客貝）

　　　　　教　　　　授

　　　　　助　教　授

「

木　村　資　生

木　村　資　生

原　田　朋　子

高　畑　尚　之

青　木　健　…

　　センター長　　　　　　　（併）
　　教　　　　授
　　　　　教　授（併）

　　　　　助教授（併）

　　　　　助　教　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

遺伝情報研究センター
　　義ンタ毒（併）

　　　　　教授（併）

　　　　　助　教　授

実　験　圃　場
　　　　圃場」［乏　　（イ†ト）

　　　　　助　　　　手

杉　山　　　　勉

森　脇　和　郎

渡　辺　隆　夫

藤　井　太　朗

井　山　審　也

城　石　俊　彦

楠　田　　　潤

井　上　　　寛

佐　野　芳　雄

西　村　昭　子

丸　山　毅　夫

石　濱　　　　明

池　村　淑　道

藤　井　太　朗

宮　澤　　　　明

丸　山　毅　夫

渡辺隆夫
土　川　　　　清

五條堀　　　孝

［1＿旦一．術：匿二二二］

課　長（併） 丸　山　毅　夫

向井輝美
宮　田　　　隆

［
］

「

庶

総合遺伝研究系

研究主幹（事務取扱）

人類遺伝研究部門

　　　　　助　　　　手

育種遣伝研究部門

　　　　　教　　　　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

応用遺伝研究部門（客員）

松　永

賓　来

沖　野

遠　藤

藤　島

平　岡

英

聰

啓　　1’一

　　徹

　　通

洋一’郎

会

管　　理　　部

　管理部長
務　　課

　課　　　　　長

　課　長補佐
　庶務係長（併）

　人事係長
　研究協力係長

計　　　課

　課　　　　　長

　課長補佐
　経理係長
　用度係長

赤　塚　孝　雄

俵

内　田

内　田

山　本

秋　山

松　村

真　野

岩　城

佐　藤

功

茂

茂

啓

盾

朝

英

隆

治

治

勉

剛

夫

吉

司

グ



1

運

評議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

　飯

　井

　江

　大

　岡

　小

　尾

　斎

　酒

　佐

　田

　中

　長

　名

　野

○諸

◎山

　渡

野

ヒ

上

澤

田

関

一上

藤

井

々

島

島

倉

取

村

星

村

辺

徹

英

信

文

節

治

久

日

文

雄

雄

夫

人

男

雄

向

徳

学

彌人こ郎

哲　犬

三　郎

禮　二

達　次

静次郎

雄　一

　　格

東京大学教授（理学部）

東京大学名誉教授

山口大学教授（理学部）

大阪大学教授（基礎工学部）

岡崎国立共同研究機構
基礎生物学研究所長

京都大学教授（理学部）

京都大学経済研究所長

東京大学応用微生物
研究所長

日本学術振興会理‘じ

富ll1医科薬科大学長

大H本蚕糸会蚕品柿
研究所長

1ヨll大学教授（農学部）

岡1崎国立共同研究機構長
（併）分∫・科学研究所長

東京慈恵会医科大学理事長

実験動物中央研究所長

東京農工大学名誉教授

大1坂大学長

北甲大学教授（衛牛学剖～）

注．◎は議長，（⊃は副議長

／

営

運営協議員会i議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所　外（五十音順）

　大　澤

　大　羽

　1岡　田

　佐々木

○田　中

　常　脇

　福　田

　三　浦

　向　州ス

　lLl　田

所

◎松　永

　石　濱

　賀　川

　森　脇

　廣　田

　杉　山

　黒　田

　木　村

　丸　山

　沖　野

　　注：

省　二

　　滋

益　吉

本　道

隆　荘

恒一郎

一　郎

謹一郎

輝　美

行　雄

内（省令順）

名占屋大学教授（理学部）

東京都立大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体研究施設長）

広島大学教授（理学部長）

京都大”）’：教授（農学部）

東京女f’大学教授
（文理学部）

東京大学教授（11学部）

7L州大学教授（理学音ll）

京都大学教授（農学部）

　　　　英　所　⊥〈

　　　　1リ」　　教　　4受　 （ケ＞　r．is：ifノ〈｛1月’ブヒ着7こ）

　恒　夫　教　授（分r・遺伝研究イこ）

　　和　郎　教　授（細胞遺伝研究矛い

　　幸敬教授（糸川胞遺伝研’デヒ系）

　　　　勉教授澗体i遺伝川究・s．；　）

　　行　昭　教　授（1固体遺1云研究系）

　　資生教授（集団i追伝研究系）

　　毅　夫　教　授（集団遺伝川究系）

　　啓　r一教　授（総合遺伝研究系）

↓（　））はII義長，　〔・は副1議k
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各種委員会

　所長の諮問に応じ調査検討し，助言する。

委員会名　　　　　　　　　委員長

系統保存委貝会

DNAデータ研究利用委員会

予算委貝会

施設整備委貝会

将来計画委貝会

共同利用企画委員会

セミナー委貝会

図書委貝会

共通機器委員会

電r一計算機委員会

放射線安全委貝会

組換えDNA実験安全委員会

排水等処理委員会

農場・温室運営委員会

宿舎委員会

厚生安全委貝会

防火管理委貝会

杉山

丸山

黒田

賀田

木村

廣田

丸山

廣田

森脇

丸山

賀田

石濱

杉山

藤井

木村

赤塚

赤塚

　勉

毅夫

行昭

恒夫

資生

幸敬

毅夫

幸敬

和郎

毅夫

恒夫

　明

　勉

太朗

資生

孝雄

孝雄

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　大　羽　　　滋　東京都、7：大学教」受（理学部）

　笠　原　基知治法政大学兼任講師

木　下　俊　郎

駒　形　和　男

近　藤　恭　司

斎尾乾二郎

坂　　口　　文　　吾

阪　本　寧　男

常　脇　恒一一一郎

野　村　達　次

古里和夫

向井輝美
由　良　　　隆

吉　川　　　寛

北海道大学教授（農学部）

東京大学教授
（応用微生物川究所）

八木記念パーク
実験動物研究所長

東京大学教授（農学部）

ノしリトト1大’学教t‘受　　（農学部）

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物中央研究所長

1兵松ll∫フラワー一パーク園長

九州大学教授（理学部）

京都大学教授
（ウイルス研究所）

金沢大学教授（かん研究所）

DNAデーク研究利用委員会

所外委員（五十音順）

内

大

大

小

高

舘

宮

田

井

関

浪

野

浦

田

久　雄

龍　夫

省　三

治　男

　　満

義　男

謹…郎

　　隆

東京人学教授
（医科学研究所）

京都大学教授（化学研究所）

名占屋大学教授（理学部）

京都大学教授（理学部）

京都大学教授（化学研究所）

J：iMヒ’Y：イ｜Jl一写ヒ｝リiイ｜月’究貝

しk京大学教授（「学部）

ノし州大学助教授（理学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

　F’i　木　久　尚　llイ決学国際jkl係学部教授

　！～；　戊成　　之　　イ恵　　1＋乍人学lll際関係’γ：部教授
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